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皆様、こんにちは。 

本日は本町の日本ワインバーなでしこの藤井様を卓話講師としてお迎えしての

例会です。ノンアルですが試飲もあるようなのでお楽しみに。 

さて、本日は高田の話その 2です。 

全国の高田市のお話です。全国に「高田」とついている市は、現在４つありま 

す。奈良県の大和高田市／大分県の豊後高田市／岩手県の陸前高田
た

市／広島県の

安芸高田
た

市です。お気づきのようにいずれの高田市も、旧国名を頭に付けていま

す。これはそれぞれの市制
し せ い

施行
し こ う

(市としての誕生日です)の時に、すでに本家と 

いうべき新潟県の高田市があり、後発の市が名前の重複を回避するための措置で
した。本家に敬意を払ったということだと思います。ちなみに本家の「高田市」

の市制施行は明治 44年(1911年)で、その他の○〇高田市はすべて戦後の市制施行です。ただ誠に残念なこ
とに本家の「高田市」は昭和 46年(1971年)新設合併により上越市となってしまいます。 
現在、公式に高田の名前を残しているのは、高田駅・高田税務署・高田法人会・高田高校・高田特別地域気

象観測所・高田城址公園と「高田ロータリークラブ」くらいとなってしまいました。少し広げても、南高田駅・
高田北城高校・高田南城高校・高田商業高校と「高田東ロータリークラブ」くらいです。その点ではわが「高
田ロータリークラブ」という名称は、歴史の記憶として「高田」という名前を残す大変に貴重かつ重要な名称
であると言えます。 
今後いろいろな事情で変遷があろうとも、「上越南ロータリー」などという、歴史的に何の意味もない名前

には絶対していただきたくないと強く思っております。ちなみに他の市にも、それぞれ大和高田ロータリーク
ラブ・豊後高田ロータリークラブ・陸前高田ロータリークラブがありますが、安芸高田市にはロータリークラ
ブはありません。 
本日は、高田市の名称がなくなってしまった今「高田ロータリークラブ」という名称がいかに特別で大切な

ものになっているか－というお話でした。 
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遠藤 巌君：8月 23日に当クラブのゴルフ同好会の
皆様と楽しくプレーをさせて頂きました。老人ま
だまだ頑張ります。これからも宜しくお願い致し
ます。 

阿曽 晋君：おかげさまで新潟日報は本日、紙齢
30,000 号を迎えました。ご愛読誠にありがとう
ございます。 

 
 
職業奉仕委員会：11月 6日移動例会（企業業問：： 
有沢製作所）のお知らせ 
社会奉仕委員会：（令和 8年熊本地震における支援金
報告（支援金100,000円（企例会62,000円・社会奉仕会計より38,000円） 

出 席 報 告 
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国際ロータリー2560地区目標 
 

ロータリーで 

人生をより充実させよう 

高田ロータリークラブ会長方針 
 

一所一期一会 

 

高田ロータリークラブ会報 

 

富山 洋 

吉原耕一 

鈴木陽一 

 

会長挨拶  

ニコニコBOX紹介 委員会報告

高田を含む市の変遷

市名誕生日 都道府県 市名 人口 市域Ｋ㎡ 備 考　　　

1911(M44).9.1 新潟県 高田市 合併時75,000 36(合併時145) 新設合併により上越市に

1948(S23).1.1 奈良県 大和高田市 58,671 16.48 高田町/寺内町より

1954(S29).5.31 大分県 豊後高田市 21,051 206.22 高田町より

1955(S30).1.1 岩手県 陸前高田市 16,133 231.71 高田町より

2004(H16).3.1 広島県 安芸高田市 23,533 537.71 市名は安芸国と高田郡にちなむ
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阿曽 晋君：本日、新潟日報紙齢 30,000 号となり
ました。 

 
 
 

 
 
配布物：週報№6 
回覧物：第 55回ロータリー研究会のご案内 
報告 ：9月 18日の例会卓話演題について 

企訂正：高田ゆかりの芸術家） 

 
 

日本ワインなでしこ 藤井佳美様 
 

日本ワインとは、日本で栽培されたぶどうを 100％使用し、日本国内で醸

造されたワインのことです企海外産のぶどうや輸入果汁を使ったものは「国内

製造ワイン」と呼ばれます）。 
現在、日本のワイナリー数は 500 を超え、10 年前と比べて約 2 倍に増え

ました。その背景には、ワイン特区の広がりや耕作放棄地の活用、雇用の創出、

ワイナリーを問れる観光による地域活性化などがあります。そして、日本ワイ

ンを楽しむファンも増えているように感じます。 

私が考える日本ワインの魅力は、大きく 3つあります。 
①「ラベルの分かりやすさ」 

ぶどう品種や味わいなどの情報が日本語で書かれているため、好みに合った 

ワインを選びやすいと思います。 
②「日本の食事との相性」 

さまざまな味付けの日本の料理に、味わいが優しくバランスのよい日本ワイ 

ンはぴったりです。しょうゆやみそ・薬味を使った料理や山菜料理などには、ぜひ日本ワインを合わせてい

ただきたいです。 
③「体験」 

試飲会やワイン会だけでなく、ワイナリーの見学や収穫体験を目的に問れる方も増えています。海外と違っ
て、少し足を延ばせば産地で人やぶどうに触れることができ、楽しさが広がります。 

日本の風土に育まれ、日本の食文化に寄り添い、つくり手の思いが込められた日本ワイン。 

その魅力をぜひ身近に感じていただき、日本ワインで心地よい時間を過ごしていただければと思います。 
 
 
  
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹 事 報 告

卓話：日本ワインの魅力とは

会員インフォメーション

 

 

§2027年ロータリー国際大会のお知らせ§ 
国際奉仕委員長（髙坂（光一 

 
スペイン（バルセロナで 2027 年 6 月 27 日～30 日に開催される 2027 年ロータリー国際大会の登録が、9月 17 日よ
り開始されます。9月 21 日までは特別料金が適用されますので参加を検討されている方はお早めに登録ください。 
会場のフィラ・バルセロナ・グランヴィアからサグラダ・ファミリアまでは約 8kmです。 
 

登録料企登録カテゴリー：クラブ会員、31 歳以上の会員以外の方または同伴者） 
・2026 年 9月 1日～21 日 ：595US＄ 
・2026 年 9月 22 日～2027 年 3月 31 日 ：795US＄ 
・2027 年 4月 1日～6月 30 日 ：895US＄ 

 
地区から、国際大会の案内があると思いますが、登録は各自事前にお済ませください。 
詳しくはMy（ROTARY「国際大会」をご確認ください。→ https://convention.rotary.org/ja-jp/ 
 

 


